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　事業計画書を作成することで、価格の裏付けを明確に示すことができます。

たとえば、小売業の場合には、在庫管理や物流コスト、マーケティング費用な

どを含めた収支予測を行い、価格改定のタイミングや、必要性を判断するのに

有効です。透明性を持った計画書は顧客との信頼を深め、値上げの際にも理

解と協力を得やすくします。

　値上げや価格交渉に課題のある事業主の方は、中小企業診断士の初鹿野浩明先生の指導のもと、

この機会に事業計画書を作成しませんか。また、事業計画書の作成だけでなく価格交渉等の方法に

ついて、アドバイスもいただけます。ご希望の方は電話にてご予約をお願いします。小規模事業者、前

年相談を受けていない方優先、定員になり次第、受付締切です。お早めにお申し込みを。

（相談無料。ご予約：経営支援課　22-0128）

　従業員様の給与を計算される際（個人事業主の方は、確定申告をする際）に、本年は、所得税の

計算において定額減税の処理があり、様式等も一部変更になっています。もしも、定額減税の処理

を行っていなかった場合は、年末調整で対応する方法もあります。

伴走型小規模事業者支援推進事業

初鹿野 浩明先生

顧客との信頼関係を築くために
事業計画書で、透明な価格設定を。

個別相談会  申込み受付中個別相談会  申込み受付中

１月の開催日（いずれも最大２時間、予約制）
1/21（火）　10：00～、1３：00～、1５：00～

お問合せ　経営支援課（22-0128）

※そのほかの開催日については、現在日程を調整中のため、12/17（火）以降にお問い合わせください。

国税庁　年末調整がよくわかるページ

今年は、定額減税の処理が
　ありますので、注意しましょう！

経営支援課（記帳指導担当）からのお知らせ
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DX デジタル活用はじめの一歩

　今回は身近にある「レジ」のＤＸ化について考えてみましょう。
　POSシステムは、導入効果がすぐに表れやすく、導入後の満足度が非常に高いアプリケーショ
ンの一つです。さらにタブレット型のPOSレジはインターネットに接続して活用できますので、従
来のメカレジと比べて多くのメリットがあります。

～メカレジをやめよう～

  タブレット型のＰＯＳレジを導入するメリット
　タブレット型のPOSレジを導入すると、店内だけ
ではなく、自宅からでもデータを確認することができ
ますし、パソコンやスマホ、タブレットなど端末が変
わっても同じデータを閲覧できます。例えば、税理士
や金融機関の方々向けにその場でデータを見せて、
業績を説明したりできるわけです。
　さらに顧客管理機能を活用すると、顧客の来店履
歴や過去の注文状況を確認できますし、在庫管理
機能を活用すると、在庫管理の自動化も可能です。
　また、POSレジは会計ソフトやキャッシュレスソフ
トとの連動性が良いこともポイントとして挙げられます。レジを締めたら、自動的に会計ソフトへ連動
し、現金売上は“売上”と仕訳され、キャッシュレス売上は“売掛金”と仕訳されます。レジに限らずシス
テムはつながる範囲が広がると飛躍的に業務が楽になるでしょう。

  レジもＤＸ！？
　DXには4つの段階があり、単
にメカレジで売上等を集計でき
る状態は段階2です。さらにス
マホやタブレットなどで注文を
とることができれば段階3と言
えます。そして、お客さまのデー
タも含めて管理して分析し、売
上アップを図ることができれば
段階4、すなわちDXを実現して
いると言えるでしょう。
　いきなり段階4のDXに進む
のは難しい場合もありますの
で、段階1の事業者は2へ、2の事業者は3へと徐 に々デジタル化のレベルを上げていきましょう。
　レジに限らず多くのシステムはインターネットにつながるクラウド型のものが多くなっています。レジ
もネットにつながれば効率化が進み、将来のDX化につながるはずです。
・ 出典元：中小機構 「ここからアプリ」
                 https://ittools.smrj.go.jp/info/feature/pfh4p90000000fnd.php
・ 問い合わせ先：中小機構　ここからアプリ事務局（cocoapp@smrj.go.jp）
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４
月
よ
り
日
立
商
工
会
議
所
青
年
部
の
会
長
に
就

任
し
、
早
や
半
年
以
上
が
経
過
し
ま
し
た
。
我
々
青

年
部
は
１
年
の
任
期
で
活
動
し
て
い
る
の
で
、
私
の

会
長
の
期
間
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
少
し
と
な
り
ま
し

た
。
私
自
身
、
こ
の
商
工
会
議
所
青
年
部
に
は
14
年

前
に
入
会
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
会
長

の
下
で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
と
う
と

う
自
分
が
そ
の
立
場
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
日
立
商
工
会
議
所
青
年
部
を
支
え
共
に
築
き
上

げ
て
き
た
諸
先
輩
方
の
想
い
を
考
え
る
と
、
と
て
も
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
私
の
入
会
し
た
時
は
、
２
０
１
０
年
で
東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
年
度
で
し
た
。
当

時
は
本
当
に
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
と
、
不
安
に
駆
ら
れ
た
事
を
思
い
出
し

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
様
々
な
世
界
情
勢
の
変
化
や
戦
争
が
あ
り
、
経
済
は
今
ま
さ
に
混
迷

を
極
め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
我
々
青
年
部

は
経
済
団
体
と
し
て
、
自
己
研
鑽
を
積
み
地
域
を
盛

り
上
げ
て
行
く
こ
と
が
必
要
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

３
月
に
は
地
域
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

第
10
回
を
迎
え
る
常
陸
ノ
国
グ
ル
メ
フ
ェ
ス
を
開
催

し
ま
す
。
是
非
多
く
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
印
象
的
な
出
来
事
と
し
て
、
メ
ン
バ
ー

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
青
年
部

は
78
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
実
に
20
名

近
く
の
入
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
口
減
少
、
少

子
高
齢
化
の
中
、
現
在
部
員
を
増
や
す
の
は
、
全
国

ど
こ
の
青
年
部
で
も
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

元
々
男
性
比
率
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
年
は
た

く
さ
ん
の
女
性
メ
ン
バ
ー
も
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
と
共
に
、
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 日立商工会議所青年部

会長　大 畠　  奉
（株式会社大畠自動車商会）

令和6年度  上 半 期 事 業 報 告

　
10
月
16
日
、
令
和
７
年
度
の
会

長
を
選
任
す
る
臨
時
総
会
を
当
所

で
開
催
し
、
清
水 

友
康
氏 [

こ
こ

ま
ー
る
株
式
会
社

：

写
真
左] 

が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

次
年
度
会
長
を
選
任
！

青
年
部

臨時総会

6月例会  Ｒ8関東ブロック大会 inひたちにむけて 第46回日立市産業祭  芋煮無料配布
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　十王町の伊師には日本で唯一のウミ

ウ捕獲場があります。高さ約15ⅿの断

崖絶壁に設けられた「鳥屋（丸太とコモ

で作られた小屋）」の中で、ウミウの捕獲

が行われています。鳥屋の外に繋がれ

たおとり用のウミウに誘われ、渡りの休

憩地として鳥屋の前に舞い降りたウミウ

の足首に、「カギ棒（篠竹の先端にＵ字

型に曲げた丈夫な針金を取り付けた棒）」をかけ、鳥屋の中に引き込み捕獲します。

 ここで捕獲したウミウは、全国に12か所ある鵜飼地のうち、岐阜市の長良川鵜飼をはじ

めとする１１か所へ供給しており、日立市は全国で唯一のウミウの捕獲・供給地になって

います。鵜獲りの技術は市の無形民俗文化

財に指定されています。

　ウミウ捕獲場は捕獲が行われていない

７月～９月、１月～３月に無料で公開していま

す。捕獲場に続くトンネル内では、各鵜飼地

の紹介を行っているほか、ウミウ捕獲者が

案内人となり、直接ウミウの捕獲について

話を聞くことが出来ます。

出題範囲　公式テキストブック改訂版に準じ、解説の中からも出題します。３択の
　　　　　選択問題。
申込期間　令和６年11月18日（月）～令和７年１月10日（金）
※商業観光課（22-0128）へ申込み。詳しくは、日立商工会議所ホームページをご覧ください。

新ふるさと日立検定
令和7年1月25日（土）実施

めざせ
Ｓランク！

表紙 の解答は……ふるさと日立検定  問題に挑戦！

でした！いかがでしたか？

P.258　観光㉓　ウミウ捕獲場

答

もっと詳しく、日立を知りたくなったら

 定価（税込）1,000円
 ［購入できる場所］
 ・日立商工会議所
 ・ぷらっと日立（日立駅）
 ・郷土博物館

『ふるさと日立検定
 公式テキストブック改訂版』
 好評発売中です！

解説（ふるさと日立検定公式テキストブック改訂版より）

『鳥 屋』
と や
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　商工会議所は「商工会議所法」に基づく会員組織であるとともに、地域内商工業の総合的な発展
と社会一般の福祉増進を図ることを目的とする、極めて公共性の高い経済団体です。
　そのため、商工会議所法ではある一定規模以上の企業（特定商工業者）にその登録（法定台帳の
提出）と経費負担（負担金の納入）をいただき、その地域の商工業の実態把握を行い、データを活
用することを目的とした特定商工業者制度が設けられております。
　（「商工会議所法」第10条～12条）皆様のご協力を宜しくお願い致します。

■ 問合せ　総務課　0294-22-0128 

特定商工業者負担金の納付をお願い致します
特定商工業者の皆様に請求書を発送いたしました

会議 所インフォメーション会議 所インフォメーション

日立さくらメイツを募集します♪

日立市観光物産協会からのお知らせ

一緒に日立市を盛り上げましょう！
自薦・他薦は問いません！

【募集人数】　３名
【任　　期】　令和７年4月1日から
　　　　　　令和９年３月31日まで（２年間）
【応募資格】
　任期中、各種行事に参加でき、さくらのまち日立
を宣伝するのにふさわしい、明るく健康で次の要
件を満たす方
■令和７年４月１日時点で18歳以上の方
　※高校生は除きます。
■事務局が指定する日に活動できる方
　（平日を含む年間20日程度）
■任期中、他の観光大使等になっていない方
【勤務内容】
　日立さくらまつり、各種観光キャンペーン等の行
事への参加、観光パンフレット・ポスターのモデル
等（ＴＶ・ラジオへの出演も含む）
【副　　賞】
■制服一式
■報奨金100,000円
　（報奨金は任期終了後に贈呈予定）
【手　　当】
■日　当：10,000円（着物の場合は20,000円）
■半日当：  5,000円（洋服のみ）
【応募方法】
　所定の応募用紙か市販の履歴書に、応募の動

機と他の観光大使等の活動経験の有無などを記
入し、全身写真１枚を添付して直接か郵送で（一社）
日立市観光物産協会へ
※写真は返却いたしません。
※令和７年２月上旬に審査会があります。なお、日
　程・場所等の詳細は、後日観光物産協会のホー
　ムページにてお知らせします。

【応募締切】　令和７年１月20日（月）まで（必着）
【問合せ先】　一般社団法人 日立市観光物産協会
　　　　　　〒317-0073 日立市幸町１－21－１
　　　　　　日立シビックセンター４階
　　　　　　ＴＥＬ：0294-24-7978
　　　　　　ＦＡＸ：0294-24-7980行

ル

動

　 　 　 ＦＡＸ：0294-24-7980
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高
知
市
の
郊
外
に
あ
る
名
刹（
め
い

さ
つ
）・
五
台
山
竹
林
寺
で
知
り
合
い

が
コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
と
い
う
の
で
、

訪
ね
て
き
ま
し
た
。竹
林
寺
は
２
０
２

３
年
に
開
創
１
３
０
０
年
を
迎
え
た

古
い
お
寺
で
、四
国
八
十
八
カ
所
霊
場

巡
り
の
31
番
札
所
に
当
た
り
ま
す
。本

尊
の
文
殊
菩
薩
を
収
め
る
本
堂
や
書

院
は
、重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
ピ
ア
ノ

を
中
心
と
し
た
ジ
ャ
ズ
の
カ
ル
テ
ッ

ト
で
、こ
の
書
院
に
ス
テ
ー
ジ
と
椅
子

を
並
べ
て
会
場
と
し
ま
し
た
。メ
ン
バ

ー
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
長
寿
番
組「
世
界
ふ

れ
あ
い
街
歩
き
」の
テ
ー
マ
曲
な
ど
を

手
掛
け
る
村
井
秀
清
氏
が
中
心
で
す
。

５
年
前
に
一
度
実
施
し
た
も
の
の
コ

ロ
ナ
禍
で
そ
の
後
は
開
催
で
き
ず
、よ

う
や
く
復
活
で
き
た
コ
ン
サ
ー
ト
で

し
た
。

　
こ
う
し
た
現
代
の
音
楽
イ
ベ
ン
ト

を
な
ぜ
古
い
名
刹
の
、し
か
も
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
場

所
で
行
う
の
か
、竹
林
寺
の
ご
住
職
・

海
老
塚
和
秀
さ
ん
に
伺
う
と「
本
来
、

お
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
新
し
い

情
報
を
発
信
す
る
拠
点
で
あ
り
、そ
れ

に
よ
っ
て
人
が
集
う
場
所
で
す
。今
回

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
こ
れ
ま
で
お
寺
に

接
点
や
興
味
が
な
か
っ
た
人
も
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
て
あ
り
が
た
い
」と

言
い
ま
す
。２
日
間
の
コ
ン
サ
ー
ト
は

盛
況
で
、地
元
高
知
は
も
ち
ろ
ん
高
松

や
松
山
な
ど
四
国
各
地
か
ら
、ま
た
東

京
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
き
っ
か
け
に
高
知
を
訪
れ
た
人
も

い
た
よ
う
で
す
。２
日
目
に
少
し
発
行

し
た
当
日
券
で
、海
外
か
ら
来
た
お
遍

路
さ
ん
が
た
ま
た
ま
遭
遇
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
に
興
味
を
持
ち
、お
遍
路
装
束

の
ま
ま
聴
い
て
い
っ
た
と
い
う
例
も

あ
り
ま
し
た
。こ
う
し
た
様
子
を
見
る

と
ま
さ
に
ご
住
職
が
言
わ
れ
る
よ
う

に
、お
寺
と
の
新
し
い
接
点
が
生
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
古
い
歴
史
を
持
つ
も
の
は
、文
化
財

に
限
ら
ず
ブ
ラ
ン
ド
や
伝
統
工
芸
、芸

能
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。今
回
、竹
林
寺
を
訪
ね
て
み
て
、確

か
に
た
だ
古
い
と
い
う
価
値
だ
け
を

発
信
し
て
い
た
の
で
は
、１
３
０
０
年

も
存
在
し
続
け
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

古
い
歴
史
あ
る
も
の
が
現
代
の
目
の

前
に
い
る
人
々
に
対
し
、き
ち
ん
と
価

値
あ
る
中
身
を
用
意
し
て
そ
れ
を
発

信
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
新
し
い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
入
れ
る

べ
し
」と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す

が
、時
に「
古
い
革
袋
に
も
新
し
い
酒

を
入
れ
る
」こ
と
も
必
要
な
の
で
し
ょ

う
。

　
ま
た
ご
住
職
の「
本
来
、お
寺
は
こ

う
い
う
存
在
で
あ
る
べ
き
」と
い
う
考

え
方
は
、企
業
の
社
会
的
存
在
意
義
を

重
視
す
る
パ
ー
パ
ス
経
営
、企
業
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
い
っ
た
形
で
昨
今
、語
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。こ
れ
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
、変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
と
変
え
て
い
く
べ
き
こ
と
が

整
理
さ
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
面
白
い
と
感
じ
た
の
は
そ

の
中
身
で
、わ
れ
わ
れ
の
感
覚
で
は
古

い
お
寺
は
古
い
も
の
を
求
め
て
訪
ね

る
場
所
と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
住
職
の
考
え
に
沿
え
ば
お
寺
は
新

し
い
も
の
を
発
信
す
る
拠
点
な
の
だ

か
ら
、新
し
い
情
報
や
体
験
に
触
れ
た

け
れ
ば
お
寺
へ
行
く
、と
い
っ
た
場
所

で
あ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。こ
れ
は
一
種
の
逆
説
の
よ
う
で
、

と
て
も
興
味
深
く
感
じ
ま
し
た
。

　
同
時
に
、古
い
の
れ
ん
や
ブ
ラ
ン
ド

を
持
つ
お
店
や
会
社
、場
合
に
よ
っ
て

は
地
域
産
品
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
の
活

性
化
に
と
っ
て
、ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト

が
見
つ
か
る
視
点
に
な
り
そ
う
で
す
。

日
経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員

渡
辺
　
和
博

「而今」

　将来のことを思い煩わず、過去を顧みずに今だけの時

間に生きれば、100％のエネルギーを現場に注げる。「而今

（じこん）」が最強だ。

    　　　　　　　　 書道家  金澤　翔子

「『
古
い
革
袋
に
も
新
し
い
酒
』を
入
れ
る
大
切
さ
」


